
、

国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
二
つ
の
対
外
債
務
間
題小
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（1）　国際金融システムにおける二つの対外債務問題

　
　
　
　
　
序

　
一
九
七
〇
年
代
初
め
に
固
定
相
場
制
か
ら
変
動
相
場
制
へ
移
行

し
た
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
は
、
二
度
に
わ
た
る
石
油
シ
ョ
ヅ
ク
を

経
験
し
た
後
、
一
九
八
○
年
代
を
迎
え
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
O

年
代
に
お
い
て
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
国
際
資
金
フ
ロ
ー

が
大
き
く
変
化
し
た
。
第
一
に
、
石
油
シ
ヨ
ヅ
ク
後
に
問
魑
と
な

っ
て
い
た
O
P
E
C
諸
国
の
潤
沢
な
原
油
収
入
を
発
展
途
上
国
へ

遼
流
さ
せ
る
と
い
う
オ
イ
ル
・
ダ
ラ
ー
遼
流
問
魑
は
、
原
油
価
格

下
落
に
よ
る
原
油
収
入
の
減
少
の
た
め
に
自
然
消
滅
し
て
し
ま
っ

た
。
第
二
に
、
米
国
が
双
子
の
赤
字
を
抱
え
て
、
外
国
か
ら
の
資

金
流
入
に
対
す
る
依
存
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
米
国
が
世
界

最
大
の
対
外
純
債
務
国
に
転
落
し
た
。
こ
の
二
つ
の
国
際
資
金
フ

ロ
ー
の
変
化
は
、
二
つ
の
対
外
償
務
間
題
を
生
み
出
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
発
展
途
上
国
の
累
積
債
務
問
題
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
米
国
の
対
外
純
債
務
国
化
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

一
九
八
○
年
代
の
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て

い
る
、
そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
も
問
題
と
し
て
残
る
と

予
想
さ
れ
る
こ
の
二
つ
の
対
外
債
務
間
題
を
考
察
す
る
。

　
次
節
に
お
い
て
対
外
債
務
問
題
を
考
察
す
る
た
め
の
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
し
て
国
際
貸
借
の
理
論
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。
現
在
と

将
来
の
異
時
点
間
の
選
択
の
結
果
と
し
て
国
際
貸
借
が
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
モ
デ
ル
は
異
時
点
間
の
選
択
を
明
示
的
に
合
む
も
の

で
あ
る
。
最
も
単
純
な
異
時
点
間
モ
デ
ル
と
し
て
現
在
と
将
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

二
時
点
か
ら
成
る
二
期
間
モ
デ
ル
を
利
用
す
る
。

　
第
三
節
で
は
、
二
期
間
モ
デ
ル
を
二
国
二
期
間
モ
デ
ル
に
拡
張
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し
て
、
米
国
の
財
政
赤
字
拡
大
に
よ
る
対
外
純
償
務
国
化
を
考
察

す
る
。
米
国
が
現
時
点
で
一
時
的
に
財
政
支
出
を
増
大
さ
せ
る
と
、

実
質
利
子
率
が
世
界
的
に
高
ま
る
と
同
時
に
、
米
国
は
貿
易
収
支

が
悪
化
し
、
対
外
純
債
務
国
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　
第
四
節
で
は
、
小
国
二
期
間
モ
デ
ル
を
利
用
し
て
、
発
展
途
上

国
の
対
外
債
務
返
済
不
能
に
関
し
て
、
「
債
務
返
済
能
カ
（
8
－
く
竃
－

O
｝
）
」
問
題
、
「
流
動
性
（
葺
自
巨
ξ
）
」
問
題
及
ぴ
「
債
務
返
済

拒
否
（
冨
唱
3
巨
昌
）
」
問
題
を
中
心
に
発
展
途
上
国
の
累
稜
償

務
問
題
を
考
察
す
る
。
発
展
途
上
国
の
輸
出
の
大
半
を
占
め
る
一

次
産
品
の
価
楕
の
低
迷
や
世
界
的
な
高
金
利
に
よ
っ
て
債
務
返
済

能
カ
や
流
動
性
制
約
が
悪
化
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

債
務
国
に
よ
る
債
務
返
済
拒
否
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
債

権
国
が
債
務
返
済
拒
否
を
恐
れ
て
信
用
割
当
を
行
う
結
果
、
債
務

国
の
成
長
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
も
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
債
務
返

済
拒
否
の
可
能
性
は
流
動
性
制
約
を
厳
し
く
す
る
場
合
が
あ
る
。

二
　
国
際
貸
借
の
理
論
モ
デ
ル

　
あ
る
国
が
外
国
に
対
し
て
債
務
を
負
っ
た
り
、
あ
る
い
は
外
国

に
対
す
る
債
権
を
保
有
す
る
こ
と
は
、
経
済
主
体
の
異
時
点
間
の

選
択
の
結
果
と
し
て
行
わ
れ
る
。
現
在
か
ら
将
来
に
か
け
て
得
る

こ
と
が
で
き
る
所
得
の
現
在
価
値
を
予
算
制
約
と
し
て
、
現
在
か

ら
将
来
に
か
け
て
消
費
を
決
定
す
る
。
現
在
に
お
い
て
所
得
以
上

に
消
費
し
、
そ
し
て
将
来
に
お
い
て
所
得
以
下
で
消
費
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
最
大
の
効
用
が
得
ら
れ
る
場
合
に
は
、
現
在
に
お
い
て

外
国
に
対
し
て
債
務
を
負
っ
て
、
消
費
と
所
得
の
差
額
に
充
て
る
。

当
然
、
将
来
に
お
い
て
外
国
に
そ
の
債
務
を
返
済
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。
逆
に
、
現
在
に
お
い
て
所
得
以
下
で
消
費
し
、
そ
し
て

将
来
に
お
い
て
そ
の
所
得
以
上
に
消
費
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
大

の
効
用
が
得
ら
れ
る
場
合
に
は
、
現
在
に
お
い
て
外
国
の
償
務
を

保
有
し
、
将
来
に
お
い
て
そ
の
返
済
を
受
け
て
、
消
費
に
充
て
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
際
貸
借
は
現
在
と
将
来
の
異

時
点
間
の
選
択
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
。

　
そ
こ
で
、
国
際
貸
借
を
理
論
的
に
説
明
す
る
た
め
に
異
時
点
間

モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。
単
純
化
の
た
め
に
、
現
在
と
将
来
の
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

点
に
焦
点
を
当
て
た
二
期
間
モ
デ
ル
を
利
用
す
る
。
さ
し
あ
た
り
、

単
一
の
貿
易
可
能
財
を
生
産
・
消
費
す
る
小
国
開
放
経
済
を
想
定

す
る
。
経
済
主
体
は
、
代
表
的
家
計
と
代
表
的
企
業
と
政
府
か
ら

．
成
る
。
し
た
が
っ
て
、
モ
デ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
経
済
主
体
の
異
時

点
間
に
わ
た
る
最
適
化
行
動
に
基
づ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
経
済

主
体
が
国
際
金
融
市
場
で
自
由
に
貸
借
す
る
こ
と
が
で
き
る
完
全
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（3）　国際金融システムにおける二つの対外償務間題

資
本
移
動
を
仮
定
す
る
。
小
国
の
仮
定
よ
り
、
価
格
と
利
子
率
は

所
与
で
あ
る
。

　
モ
デ
ル
の
供
給
サ
イ
ド
か
ら
示
す
。
各
期
の
国
内
総
生
産
（
Φ
）

は
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
（
氏
）
と
労
働
量
（
卜
）
の
関
数
で
示
さ
れ

る
。
生
産
関
数
は
収
穫
逓
減
の
増
加
関
数
を
仮
定
す
る
。

一
・
一
め
ユ
一
誉
一
躯
・
・
鵯
全
一
－
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
“
お
ト

た
だ
し
、
通
時
的
に
労
働
量
を
一
定
と
し
て
、
完
全
雇
用
を
仮
定
・

す
る
（
ト
一
1
1
5
1
1
■
）
。
資
本
の
滅
耗
を
捨
象
し
て
、
第
二
期
の
資

本
ス
ト
ヅ
ク
は
第
一
期
の
資
本
ス
ト
ヅ
ク
に
第
一
期
の
投
資
（
■
）

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
（
宍
帖
1
1
肉
－
十
■
）
。

　
企
業
は
企
業
価
値
を
最
大
化
す
る
よ
う
に
生
産
・
投
資
を
行
う

と
仮
定
す
る
。
企
業
価
値
（
「
）
は
、
配
当
の
現
在
価
値
に
等
し

い
こ
と
か
ら
、
次
式
で
表
さ
れ
る
。

（
心
）
　
　
、
1
1
（
9
1
§
h
I
■
）
十
（
淳
－
§
旧
■
）

－
十
ご

た
だ
し
、
…
賃
金
率
、
：
実
質
利
子
率
。

　
企
業
価
値
最
大
化
の
条
件
よ
り
、

　
　
　
　
　
8
咄

　
（
ω
）
　
　
1
1
1
－
十
～

　
　
　
　
　
①
き

第
一
期
の
最
適
投
資
量
は
次
式
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
き

　
（
企
）
　
　
■
H
き
（
ご
）
1
き
一
　
　
－
〈
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亨
一

　
次
に
、
モ
デ
ル
の
需
要
サ
イ
ド
を
示
す
。
家
計
は
、
異
時
点
間

の
予
算
制
約
式
を
条
件
と
し
て
二
期
間
の
消
費
（
ε
9
）
の
関

数
で
あ
る
効
用
関
数
q
（
Q
ご
9
）
を
最
大
化
す
る
。
効
用
関
数
は

各
期
の
効
用
の
和
の
形
を
と
る
と
仮
定
す
る
。

　
（
㎞
）
　
　
q
（
Q
ご
P
）
1
I
q
（
9
）
十
～
q
（
9
）

た
だ
し
、
9
主
観
的
割
引
因
子
（
～
…
（
（
－
十
、
）
｛
一
時
間
選
好

率
）
。

　
家
計
は
、
各
期
に
お
い
て
労
働
所
得
と
配
当
所
得
の
合
計
か
ら

租
税
（
一
括
税
一
ド
）
を
控
除
し
た
も
の
を
支
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
第
一
期
の
余
剰
資
金
は
貯
蓄
さ
れ
て
、
第
二
期
の
消
費
に

利
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
資
金
が
不
足
す
る
場
合
に
は
借
り
パ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
第
二
期
に
お
い
て
所
得
が
全
て
消
費
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
第
一
期
の
期
初
に
お
い
て
債
権
償
務
が
な
い
と
仮
定
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
各
期
の
予
算
制
約
が
そ
れ
ぞ
れ
次
式
に
示
さ

れ
る
。
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（
ひ
）
．
　
9
1
1
§
－
十
（
9
1
§
■
－
－
）
十
阜
、
1
5

　
　
　
　
　
H
9
＋
由
、
1
■
1
5

　
（
N
）
　
9
1
－
§
－
十
（
の
「
§
■
）
1
（
－
十
ご
這
、
1
ε

　
　
　
　
　
1
－
＄
1
（
H
＋
ご
）
由
、
1
箏

た
だ
し
、
掌
“
第
一
期
に
お
け
る
民
間
部
門
の
償
務
（
民
、
w
o
）
。

　
完
全
資
本
移
動
の
仮
定
よ
り
、
家
計
の
選
択
は
（
6
）
式
と

（
7
）
式
を
統
合
し
た
現
在
価
値
の
予
算
制
約
式
（
8
）
に
制
約

さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
争
－
掌

（
。
。
）
　
9
＋
H
＋
ご
1
（
め
「
ト
「
『
、
）
十
一
十
ご

　
次
に
、
政
府
は
、
消
費
支
出
の
み
を
行
い
、
資
本
形
成
を
行
わ

な
い
と
仮
定
す
る
。
各
期
の
支
出
を
一
括
税
の
税
収
に
よ
っ
て
、

ま
た
は
国
債
発
行
に
よ
っ
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
。
そ
し
て
、
も

し
第
一
期
に
お
い
て
国
債
を
発
行
し
た
な
ら
ぱ
、
第
二
期
に
お
い

て
新
規
に
国
債
を
発
行
す
る
こ
と
な
く
、
第
一
期
に
発
行
し
た
国

債
を
完
済
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
政
府
も
第
一
期
の
期
初
に
債

権
債
務
が
な
い
と
仮
定
す
る
。
政
府
の
各
期
の
予
算
制
約
式
は
次

式
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
o
）
　
　
9
H
5
＋
掌
o

　
（
曽
）
　
9
1
1
箏
1
（
－
十
ご
）
由
㌔

た
だ
し
、
員
〇
一
第
一
期
に
お
け
る
政
府
部
門
の
債
務
。

　
政
府
は
通
時
的
に
均
衡
予
算
の
制
約
を
受
け
る
た
め
、
政
府
の

異
時
点
間
の
予
算
制
約
式
は
、
政
府
支
出
の
現
在
価
値
が
税
収
の

現
在
価
値
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＄
　
　
　
　
　
箏

　
（
旨
）
　
　
Ω
－
十
1
u
5
＋
l

　
　
　
　
　
　
　
H
＋
ご
　
　
　
　
H
＋
ご

　
（
1
1
）
式
を
（
8
）
式
に
代
入
す
る
と
、
家
計
の
予
算
制
約
式

は
次
式
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
曹
－
9

　
（
富
）
　
　
9
＋
　
　
　
1
（
9
1
－
1
9
）
十

　
　
　
　
　
　
　
－
十
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
＋
ご

し
た
が
っ
て
、
家
計
は
異
時
点
間
の
予
算
制
約
式
（
1
2
）
を
条
件

と
し
て
効
用
関
数
（
5
）
を
最
大
化
す
る
。

　
こ
の
最
適
化
問
題
を
解
く
と
、
次
式
が
得
ら
れ
る
。
　
，

　
　
　
　
　
①
q
葛
Q
一
　
～
　
H
＋
ご

　
（
ご
）
　
　
　
　
　
　
1
1
－
u
l

　
　
　
　
　
①
q
も
Q
爬
　
負
－
　
H
＋
、

た
だ
し
、
ε
（
1
1
（
（
－
十
ご
）
）
は
割
引
因
子
で
あ
る
。
（
1
3
）
式
よ

り
、
第
一
期
と
第
二
期
の
消
費
が
利
子
率
と
時
間
選
好
率
に
依
存

し
て
決
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
最
適
化
間
題
の
解
が
図
1
に
示
さ
れ
る
。
q
q
曲
線
は
、

家
計
の
無
差
別
曲
線
を
表
す
。
そ
し
て
、
㌧
、
b
曲
線
は
、
第
一
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（5）　国際金融システムにおける二つの対外債務問題

期
の
投
資
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
第
二
期
の
国
内
総
生
産
を
表
す
。

こ
の
曲
線
上
に
お
け
る
点
』
は
、
第
一
期
に
お
い
て
投
資
が
行

わ
れ
な
い
場
合
の
第
一
期
と
第
二
期
の
国
内
総
生
産
を
意
味
す
る
。

予
算
制
約
式
は
、
1
（
H
＋
ご
）
の
傾
き
を
も
つ
右
下
が
り
の
直
線

で
示
さ
れ
る
。
破
線
の
予
算
線
は
政
府
部
門
を
考
慮
に
入
れ
な
い

場
台
を
表
す
が
、
政
府
部
門
が
存
在
す
る
場
合
に
は
実
線
の
予
算

線
が
制
約
と
な
る
。

’
　
1

図

、

　
　
、

　
、

　
、、

、
　
　
＼

　
＼
C

＼
、

、、

α，Q壇

σ
　
、

、

¥
 I

~
 

I
~
'
 D 'L '¥ 
tL ¥ 
~ ~b 

Q2 　
　
、

　
　
　
、

3

、
・
月

(1+rl)B] 

　
　
　
、

　
　
、

　
　
、

　
＼
＼

、
分
＼
、

　
、
　
灼

＼
　
　
　
十

　
　
　
1

且

Cl，α
α　o2
　1＋71
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図
1
で
は
、
家
計
の
時
間
選
好
率
が
比
較
的
高
い
と
想
定
し
て
、

無
差
別
曲
線
が
図
の
右
下
方
に
位
置
す
る
。
外
生
的
な
利
子
率
を

所
与
と
し
て
、
企
業
価
値
最
大
化
の
縞
果
と
し
て
第
一
期
に
お
い

て
投
資
が
■
だ
け
行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
期
と
第
二

期
の
国
内
総
生
産
は
9
と
淳
と
な
る
。
一
方
、
消
費
に
関
し

て
は
、
政
府
支
出
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
家
計
の
消
費

の
選
択
は
実
線
の
予
算
線
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

第
一
期
と
第
二
期
の
消
費
の
組
合
せ
は
、
こ
の
予
算
線
と
無
差
別

曲
線
と
の
接
点
Q
（
Q
ご
9
）
と
な
る
。

　
第
一
期
に
お
い
て
民
間
部
門
と
政
府
都
門
が
そ
れ
ぞ
れ

　
（
α
、
）
　
　
曳
、
1
－
9
＋
■
十
5
1
9

　
（
o
．
）
　
　
享
o
”
9
1
5

を
借
り
入
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
全
体
で
は
、

　
（
章
）
　
阜
1
1
由
、
十
虫
o
1
－
9
＋
ト
一
十
P
l
9

を
外
国
か
ら
借
り
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
1
4
）
式
の
左
辺
は
資

本
収
支
黒
字
に
相
当
し
、
一
方
、
そ
の
右
辺
は
貿
易
収
支
赤
字
に

相
当
す
る
。

　
第
二
期
に
お
い
て
。
民
間
部
門
と
政
府
都
門
が
返
済
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
額
は
そ
れ
ぞ
れ

　
（
N
、
）
　
　
（
H
＋
ご
）
民
、
”
争
－
9
1
“
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（
岩
、
）
　
（
－
十
ご
）
虫
o
l
1
3
I
S

で
あ
る
。
経
済
全
体
で
は
、

　
（
ご
）
　
　
（
－
十
ご
）
阜
1
1
（
－
十
ご
）
（
民
、
十
埣
o
）
H
＄
1
9
1
9

を
返
済
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
（
∬
）
式
を
書
き
換
え
て
、

　
（
ご
、
）
　
　
事
1
1
（
邊
－
9
1
9
）
1
ざ
埣

（
甘
）
式
の
左
辺
が
資
本
収
支
赤
字
に
相
当
し
、
右
辺
が
経
常
収

支
黒
字
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
、
右
辺
の
括
弧
が
貿
易
収
支
黒
字

に
相
当
し
、
1
ご
阜
が
貿
易
外
収
支
の
内
の
投
資
収
益
収
支
赤

字
に
相
当
す
る
。

　
　
　
三
　
米
国
の
対
外
純
債
務
国
化
　
　
　
　
－

　
米
国
は
、
一
九
八
一
年
以
降
ド
ル
高
の
影
響
を
受
け
て
経
常
収

支
赤
字
が
増
大
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
五
年
に
は
対
外
債
務

が
対
外
償
権
を
上
回
り
、
対
外
純
償
務
国
に
転
じ
て
い
る
。
そ
の

後
も
、
対
外
純
償
務
が
増
大
し
、
世
界
最
犬
の
対
外
純
債
務
国
に

な
っ
て
い
る
（
図
2
）
。
米
国
を
対
外
純
債
務
国
へ
転
じ
さ
せ
た
一

九
八
O
年
代
前
半
の
ド
ル
高
の
原
因
に
い
く
つ
か
の
説
明
が
あ
る

＾
3
〕が

、
そ
の
中
で
最
も
有
カ
な
原
因
が
同
時
期
の
米
国
の
財
政
赤
字

　
　
　
　
　
＾
4
）

の
拡
大
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
前
述
し
た
小
国
二
期
間
モ
デ
ル
を
二
国
二
期
間
モ
デ

図2米国の国際投資ポジション

対外資産・負偵
（十億ドル）

ユ600

一200

一400

" - 80o 
73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 

~p;i~ 

~~~}:Survey of Current Bl'siness. June 1988 

ル
に
拡
張
し
て
、
米
国
の
財
政
赤
字
拡
大
に
よ
る
対
外
純
債
務
国

　
　
　
　
＾
5
）

化
を
考
察
す
る
。
同
じ
規
模
を
持
つ
自
国
と
外
国
の
二
国
を
想
定

す
る
。
財
政
支
出
の
効
果
に
焦
点
を
当
て
る
た
め
に
、
両
国
に
お

い
て
生
産
関
数
が
同
一
で
あ
り
、
第
一
期
に
お
け
る
資
本
ス
ト
ヅ

ク
と
労
働
量
が
両
国
で
等
し
い
と
仮
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
両

国
の
国
内
総
生
産
も
等
し
い
。
一
方
、
両
国
の
効
用
関
数
が
相
似

拡
大
的
で
同
一
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
両
国
の
時
間

654



（7）　国際金融システムにおける二つの対外債務間題

選
好
率
、
磐
言
す
れ
ぱ
、
主
観
的
割
引
因
子
（
｝
）
が
等
し
い
。

デ
ル
の
体
系
は
以
下
に
示
さ
れ
る
。

モ

　
（
㎞
）
　
　
q
（
Q
ご
9
）
H
q
（
9
）
十
～
q
（
9
）

　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
漠
1
＄

　
（
s
）
　
　
9
＋
　
　
”
（
9
1
■
i
9
）
十

　
　
　
　
　
　
　
－
十
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
十
ご

　
（
冨
）
　
　
q
べ
9
！
Q
㌦
）
1
I
q
（
9
、
）
十
①
q
（
9
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
Q
㌦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
㌦
1
Q
㌦

　
（
ミ
）
　
　
9
＃
十
　
　
1
1
（
め
、
1
■
讐
－
Q
㌦
）
十

　
　
　
　
　
　
　
H
＋
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
十
ご

　
（
－
o
o
）
　
　
9
－
（
9
＋
－
（
ご
）
十
9
）
H
（
Q
㌦
十
■
べ
ご
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
Q
㌦
）
1
め
㌦

　
（
6
）
　
　
曹
1
（
9
＋
S
）
H
（
Q
㌦
十
Q
㌦
）
1
の
㌦

（
5
）
・
（
1
2
）
武
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
効
用
関
数
と
異
時
点
間

の
予
算
制
約
式
を
表
す
。
一
方
、
（
1
6
）
・
（
1
7
）
式
は
、
外
国
の

効
用
関
数
と
異
時
点
閲
の
予
算
制
約
式
を
表
す
。
（
1
8
）
・
（
1
9
）

式
は
、
各
期
に
お
い
て
自
国
の
貿
易
収
支
黒
字
（
赤
字
）
が
外
国

の
貿
易
収
支
赤
字
（
黒
字
）
に
等
し
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
あ
る

い
は
、
（
1
8
）
・
（
”
）
式
を
次
式
の
よ
う
に
書
き
換
え
る
と
、
そ

れ
ら
は
各
期
に
お
け
る
世
界
財
市
場
均
衡
を
意
味
す
る
。

　
（
H
o
o
、
）
　
　
9
＋
め
、
1
－
（
9
＋
■
（
ご
）
十
P
）
十
（
9
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
H
㌦
（
ご
）
十
Q
㌦
）

（
s
、
）
　
　
争
十
争
…
（
9
＋
9
）
十
（
9
、
十
9
、
）

　
こ
の
二
国
二
期
間
モ
デ
ル
を
利
用
し
て
、
自
国
の
財
政
支
出
が

今
期
一
時
的
に
増
大
し
た
場
合
の
効
果
を
考
察
し
よ
う
。
そ
の
た

め
に
、
最
初
の
状
況
と
し
て
両
国
に
お
い
て
政
府
支
出
が
行
わ
れ

な
い
状
況
（
9
1
－
9
1
－
9
，
1
－
9
，
H
o
）
を
想
定
す
る
。
そ
し
て
、

次
に
、
自
国
が
第
一
期
の
み
に
政
府
支
出
を
行
う
状
況
（
9
V
g

s
“
Q
㌦
”
Q
㌦
刊
o
）
を
想
定
し
、
最
初
の
状
況
と
比
較
す
る
。

　
世
界
経
済
の
均
衡
が
図
3
の
エ
ソ
ジ
ワ
ー
ス
・
ボ
ッ
ク
ス
に
よ

っ
て
描
か
れ
る
。
両
国
に
お
い
て
政
府
支
出
が
行
わ
れ
な
い
状
況

が
、
自
国
の
原
点
O
と
外
国
の
原
点
O
廿
の
エ
ヅ
ジ
ワ
ー
ス
・
ボ

ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
1
（
－
十
ご
）
の
傾
き
を
持
つ
右
下

が
り
の
実
線
の
直
線
が
両
国
に
と
っ
て
の
予
算
線
で
あ
る
。
直
線

o
』
9
は
、
あ
る
利
子
率
を
所
与
と
し
て
両
国
の
消
費
・
投
資
拡

張
経
路
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
両
国
の
第
一
期
の
消
費
十
投
費

と
第
二
期
の
消
歎
は
予
算
線
と
消
費
・
投
資
拡
張
経
路
の
交
点
で

あ
る
点
』
で
決
定
さ
れ
る
。
点
』
は
両
国
の
第
一
期
と
第
二

期
の
国
内
総
生
産
の
組
合
せ
の
点
で
も
あ
る
か
ら
、
両
国
の
貿
易

収
支
は
均
衡
し
て
い
る
。

　
次
に
、
自
国
が
第
一
期
に
一
時
的
に
財
攻
支
出
を
増
大
さ
せ
る
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び
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Cf＋1f　Cf午1f

十■i

、

1＋小、 ！
！

’！

、 ！

、 ！

、
！

、
■

、
！

、
！

、
！

、
！

■
！

λ

C
！

1 、B
1

！
、

1 、

！ 、

！ 、

！ 、
！ 、

■
！

、

！
、1＋γ］

、

σ 、
1
＋
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
　
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
｝

と
想
定
し
よ
う
。
そ
の
縞
果
、
両
国
の
民
間
部
門
が
利
用
可
能
な

第
一
期
の
財
が
9
の
大
き
さ
だ
け
減
少
す
る
。
今
仮
に
世
界
利

子
率
が
ご
で
不
変
で
あ
る
と
す
る
と
、
自
国
の
民
間
部
門
の
原

点
が
点
o
か
ら
点
o
、
へ
移
動
し
、
消
費
・
投
資
拡
張
経
路
も

直
線
o
、
由
ヘ
シ
フ
ト
す
る
。
こ
の
と
き
の
自
国
の
第
一
期
の
消

費
と
投
資
及
び
第
二
期
の
消
費
は
点
旨
で
決
定
さ
れ
る
。
一
方
、

外
国
に
関
し
て
は
点
ト
で
決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

　
　
　
　
の
状
況
で
は
世
界
全
体
で
第
一
期
の
財
に
つ
い
て
超
過
需

　
　
　
　
要
が
生
じ
、
一
方
、
第
二
期
の
財
に
つ
い
て
超
過
供
給
が

　
　
　
　
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
異
時
点
間
の
調
整
を
通
し
て
、

　
　
　
　
世
界
利
子
率
が
上
昇
す
る
。

　
　
　
　
　
世
界
利
子
率
が
上
昇
す
る
と
、
予
算
線
の
傾
き
と
消

五十　
　
　
　
費
・
投
資
拡
張
経
路
の
傾
き
が
急
と
な
る
。
ま
た
、
世
界

1Cρ
材
　
　
利
子
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
両
国
の
第
一
期
の
投
資
が
減

　
α

　
　
　
　
少
す
る
た
め
に
、
第
二
期
の
国
内
総
生
産
（
夢
曹
、
）

　
　
　
　
が
滅
少
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
国
の
民
間
部
門
に
と
っ

0

｝
　
　
　
　
て
利
用
可
能
な
第
一
期
と
第
二
期
の
財
は
、
点
o
、
、
と

1G　
　
　
　
点
9
。
を
原
点
と
す
る
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
・
ボ
ッ
ク
ス
に

0　
　
　
　
縮
小
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
世
界
経
済
は
点
Q
で
均
衡
す

　
　
　
　
る
。

　
　
自
国
は
、
第
一
期
に
Q
曾
を
生
産
し
、
第
二
期
に
Q
、
、
偉
の

　
生
産
に
縮
小
す
る
。
民
間
部
門
は
、
第
一
期
に
o
、
－
（
9
、
十
■
、
）

　
の
消
費
・
投
資
に
減
少
し
、
第
二
期
に
o
、
、
9
、
の
消
費
に
減
少

　
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
支
出
＄
を
勘
案
す
る
と
、
自
国
で

　
は
第
一
期
に
お
い
て
曾
－
（
9
、
十
■
、
）
だ
け
貿
易
赤
字
が
生
じ
、

　
外
国
に
対
外
債
務
を
負
プ
。
そ
し
て
、
第
二
期
に
お
い
て
爵
9
．

　
だ
け
貿
易
黒
字
が
生
じ
、
そ
れ
を
も
っ
て
外
国
へ
返
済
す
る
。
一
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（9）　国際金融システムにおける二つの対外債務間麺

方
、
外
国
は
、
第
一
期
に
o
．
9
讐
を
生
産
し
、
第
二
期
に
o
、
、
め
㌦

の
生
産
に
縮
小
す
る
。
民
間
部
門
は
、
第
一
期
に
Q
。
、
－
（
9
。
．
十

■
、
、
）
の
消
費
．
投
資
に
減
少
し
、
第
二
期
に
o
。
、
9
廿
、
の
消
費

に
減
少
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
は
第
一
期
に
9
。
－
（
9
、
、
十

■
、
。
）
だ
け
貿
易
黒
字
を
生
じ
、
自
国
の
債
務
を
保
有
す
る
。
そ

し
て
、
第
二
期
に
自
国
か
ら
そ
の
返
済
を
受
け
て
、
9
。
、
＄
冊
だ

け
消
費
が
国
内
総
生
産
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
モ
デ
ル
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
第
一
に
、
現
在
、

自
国
で
財
政
支
出
が
増
大
す
る
と
、
現
在
の
世
界
財
市
場
に
お
い

て
超
過
需
要
が
生
ず
る
一
方
、
将
来
に
お
い
て
超
過
供
給
が
生
ず

る
た
め
に
世
界
利
子
率
が
上
昇
す
る
。
第
二
に
、
こ
の
世
界
利
子

率
の
上
昇
に
よ
っ
て
現
在
の
投
資
が
減
少
し
、
両
国
の
将
来
の
国

内
総
生
産
が
縮
小
す
る
。
一
方
、
世
界
利
子
率
の
上
昇
は
、
両
国

に
お
い
て
現
在
の
消
費
か
ら
将
来
の
消
費
へ
代
替
さ
せ
る
効
果
を

持
つ
。
第
三
に
、
国
際
金
融
市
場
の
存
在
に
よ
っ
て
、
自
国
で
は

政
府
支
出
の
増
大
ほ
ど
民
間
都
門
の
現
在
の
消
費
・
投
資
が
減
少

し
な
い
。
そ
の
た
め
、
消
費
・
投
資
及
ぴ
政
府
支
出
の
和
が
国
内

総
生
産
を
上
回
る
。
そ
の
結
果
、
貿
易
赤
字
が
生
ず
る
と
同
時
に
、

対
外
純
債
務
が
増
大
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
外
国
で
は
、
現
在

の
消
費
．
投
資
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
貿
易
収
支
黒
字
が
生

じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
国
の
債
務
を
保
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
自
国
を
米
国
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
米

国
の
財
政
赤
字
が
世
界
的
な
高
金
利
と
と
も
に
米
国
に
貿
易
赤
字

を
も
た
ら
し
、
米
国
を
対
外
純
債
務
国
へ
転
落
さ
せ
た
と
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
・

四
　
発
展
途
上
国
の
累
積
債
務
問
題

　
発
展
途
上
国
の
累
積
債
務
問
題
は
、
一
九
八
二
年
に
ア
ル
ぜ
ン

チ
ン
、
メ
キ
シ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
次

々
と
対
外
債
務
が
返
済
不
能
と
な
り
、
国
際
的
な
経
済
・
政
治
間

題
と
発
展
し
た
（
図
4
）
。
こ
れ
ら
の
対
外
債
務
は
、
O
P
E
C

諸
国
の
オ
イ
ル
．
ダ
ラ
ー
が
ユ
ー
口
市
場
を
通
し
て
、
。
す
な
わ
ち

先
進
諸
国
の
国
際
商
業
銀
行
を
介
在
と
し
て
、
還
流
し
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
問
題
は
発
展
途
上
国
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
考
え

ら
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
第
二
節
で
提
示
し
た
小
国
二
期
間
モ

デ
ル
を
利
用
し
て
、
発
展
途
上
国
の
累
積
債
務
問
題
に
つ
い
て
考

察
た
苧

　
累
積
債
務
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
債
務
返
済
能
カ
（
竃
一
く
竃
β
）
」

問
題
、
「
流
動
性
（
5
目
蔓
q
）
」
問
題
及
ぴ
「
債
務
返
済
拒
否
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図4　発展途上国と重債務国の累積償務残高と

　デット・サーピス・レイシオ
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（
7
〕

（
冨
｛
3
ま
昌
）
L
問
題
が
関
係
し
て
い
る
。
慣
務
返
済
能
力
と
は
、

長
期
的
に
債
務
を
返
済
す
る
能
カ
を
意
味
す
る
一
そ
の
能
力
は
将

来
の
生
産
能
カ
に
規
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
国
が
外
国
か
ら

資
金
を
借
り
入
れ
る
た
め
に
は
、
債
務
返
済
能
カ
が
第

一
の
必
要
条
件
と
な
る
。
一
次
に
、
た
と
え
そ
の
国
が
長

期
的
に
債
務
返
済
能
カ
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
輸

出
財
の
生
産
や
価
楕
に
対
す
る
シ
ヨ
ツ
ク
や
金
利
の
上

昇
な
ど
に
よ
っ
て
短
期
的
に
利
払
い
が
不
能
に
な
る
場

合
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
資
金
供
給
サ
イ
ド
か
ら
、
債

権
国
が
重
債
務
国
の
債
務
不
履
行
を
恐
れ
て
貸
付
を
削

減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
短
期
的
に
利
払
い
が
不
能
に
な

る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
が
流
動
性
問
題
で
あ
る
。
最

後
に
、
債
務
返
済
能
力
問
題
や
流
動
性
問
題
が
な
く
と

も
、
債
務
国
自
身
が
債
務
返
済
を
停
止
し
た
り
、
拒
否

す
る
意
思
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
債
務
返
済
拒

否
問
題
が
生
じ
る
。
以
下
で
は
、
順
次
、
こ
れ
ら
の
問

題
を
理
論
的
に
考
察
す
る
。

　
（
一
）
　
「
償
務
返
済
能
力
」
問
題

　
一
国
の
対
外
債
務
残
高
は
、
第
一
に
、
長
期
的
な
債

務
返
済
能
カ
に
制
約
さ
れ
る
。
債
務
返
済
能
カ
は
資
本

形
成
を
行
う
た
め
の
外
国
か
ら
の
借
入
れ
も
制
約
す
る
も
の
の
、

資
本
形
成
に
よ
っ
て
長
期
的
に
生
産
能
力
が
増
大
し
、
そ
れ
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
畠
〕

も
な
っ
て
債
務
返
済
能
カ
が
増
大
す
る
。
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（11）　国際金融システムにおける二つの対外債務間題

　
小
国
二
期
間
モ
デ
ル
を
利
用
し
て
、
こ
の
債
務
返
済
能
カ
問
題

を
考
察
す
る
。
こ
こ
で
は
、
累
穣
償
務
国
が
す
で
に
第
一
期
に
お

い
て
前
の
期
（
第
O
期
）
か
ら
相
当
額
の
対
外
債
務
を
持
ち
越
し

て
い
る
こ
と
を
想
定
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
償
務
は
、
第
二
期
に

返
済
す
れ
ぱ
よ
い
と
い
う
変
動
金
利
の
長
期
債
務
と
仮
定
す
る
。

さ
ら
に
、
単
純
化
の
た
め
に
政
府
部
門
を
捨
象
す
る
。
こ
の
国
の

効
用
関
数
と
各
期
の
予
算
制
約
式
は
次
式
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
8
）
　
　
q
（
Q
ご
9
）
1
I
q
（
9
）
十
～
q
（
9
）

　
（
ミ
）
　
　
9
1
1
曾
十
歩
1
■
－
（
H
＋
さ
）
些

　
（
S
）
　
　
9
H
争
1
（
H
＋
ご
）
虫

た
だ
し
、
些
一
第
0
期
の
対
外
債
務
。

　
（
2
1
）
・
（
2
2
）
式
よ
り
、
異
時
点
間
の
予
算
制
約
式
は
次
式
に

統
合
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
淳

　
（
簑
）
　
　
9
＋
　
　
1
1
（
曾
1
■
）
十
　
　
　
（
H
＋
さ
）
事

　
　
　
　
　
　
H
＋
ご
　
　
　
　
　
　
　
一
十
ご

　
こ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
い
て
累
積
債
務
国
は
予
算
制
約
式

（
2
3
）
を
条
件
と
し
て
効
用
関
数
（
2
0
）
を
最
大
化
す
る
。
図
5

に
こ
の
最
適
化
間
題
の
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
問
題
を
明
瞭
化
す

る
た
め
に
、
図
で
は
外
生
的
な
世
界
利
子
率
を
所
与
と
し
て
第
一

期
の
潴
費
が
第
一
期
の
国
内
総
生
産
に
等
し
い
状
況
を
想
定
し
て
．

＾
9
〕

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
期
に
お
い
て
は
国
内
総
生
産
（
9
）

と
等
。
し
い
だ
け
の
消
費
（
9
）
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
世
界
利

子
率
（
ご
）
を
所
与
と
し
て
■
だ
け
の
投
資
が
行
わ
れ
る
。
第

一
期
の
貿
易
収
支
赤
字
は
■
の
大
き
さ
と
な
る
。
さ
ら
に
、
；

鼻
だ
け
の
投
資
収
益
収
支
の
赤
字
が
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、

5図

、

C一，ρ1

、

＼
、
、

、
、

、

、
、

α

U¥ ,b
 ,

b
 ,

~
 ¥
 ,

L
 ,

,
 

l
b
 ,

L
 ¥. 1+rl l~ 

ムc

㎞パ
　　　　　（1・州・ll
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第
一
期
に
お
い
て
貿
易
収
支
赤
字
と
投
資
収
益
収
支
赤
字
を
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
す
る
た
め
に
新
た
に
対
外
債
務
を
負
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
。
第
二
期
に
お
い
て
は
寧
の
国
内
総
生
産
に
対
し
て
o
．
爬

だ
け
消
費
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
倶
ρ
だ
け
の
貿
易
収
支
黒
字
と

な
り
、
そ
れ
を
も
っ
て
第
0
期
と
第
一
期
の
対
外
償
務
の
返
済
と

利
払
い
に
充
て
る
。
す
な
わ
ち
、
ご
（
■
十
（
一
十
『
o
）
与
）
の
投
資

収
益
収
支
赤
字
と
■
十
（
H
＋
ぎ
）
与
の
資
本
収
支
赤
字
が
生
ず
る
。

　
（
2
3
）
式
よ
り
第
一
期
に
負
う
べ
き
債
務
が
（
H
＋
邑
与
で
あ

る
か
ら
、
第
一
期
の
債
務
返
済
能
カ
（
吻
）
が
次
式
に
表
さ
れ
る
。

（
塞
）

一
子
一
一
訳
酉
五
♂
工
・
一
・
一
恥
一
一

－
一
。
一
・
一
恥
一
一

た
だ
し
、
Q
は
必
要
最
低
限
の
消
費
水
準
を
表
す
。
右
辺
の
前
の

括
弧
は
、
投
資
に
よ
っ
て
増
大
す
る
生
産
能
カ
か
ら
投
資
を
控
除

し
た
も
の
の
現
在
価
値
の
最
大
限
を
意
味
す
る
。
生
産
的
宮
と
考

　
　
＾
ω
〕

え
ら
れ
る
。
後
の
括
弧
は
最
低
消
費
水
準
の
現
在
価
値
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
債
務
返
済
能
カ
は
生
産
的
宮
か
ら
最
低
消
費
水
準

を
控
除
し
た
も
の
に
等
し
く
、
対
外
債
務
残
高
が
そ
れ
よ
り
も
大

　
　
　
　
＾
1
1
）

き
く
な
ら
な
い
。
仮
に
図
5
に
お
い
て
各
期
の
最
低
消
費
水
準
が

9
と
9
と
す
れ
ぱ
、
債
務
返
済
能
カ
が
破
線
と
点
線
で
表
さ

れ
た
異
時
点
間
の
予
算
線
の
水
平
距
離
で
表
さ
れ
る
。

　
第
一
期
の
実
質
利
子
率
（
ご
）
の
上
昇
が
償
務
返
済
能
カ
に
及

ぼ
す
効
果
が
、
（
2
4
）
式
を
ご
に
関
し
て
微
分
し
て
、
（
3
）
式

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
竃
　
　
　
　
H
　
　
　
　
1

　
（
畠
）
　
　
1
“
1
　
　
　
咄
（
9
－
9
）

　
　
　
　
　
守
－
　
　
（
－
十
ご
）

　
（
2
5
）
式
よ
り
、
実
質
利
子
率
が
債
務
返
済
能
カ
に
及
ぼ
す
効

果
の
正
負
は
第
二
期
の
国
内
総
生
産
と
消
費
の
差
に
依
存
す
る
。

債
務
国
の
場
合
に
は
第
二
期
に
債
務
返
済
の
た
め
に
必
ず
国
内
総

生
産
が
消
費
を
上
回
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
ら
、
（
刎
）
式
の

符
号
は
負
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
実
質
利
子
率
の
上
昇
に
よ
っ
て

債
務
返
済
能
カ
が
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
（
2
4
）
式
よ

り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
各
期
の
国
内
総
生
産
（
め
ご
淳
）
を
縮
小

さ
せ
る
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
供
給
シ
ョ
ッ
ク
も
債
務
返
済
能
カ

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
当
該
国
の
生
産
物
の
相

対
価
椿
、
特
に
輸
出
財
の
相
対
価
格
の
下
落
も
こ
れ
と
同
様
の
効

果
を
持
つ
。

　
（
二
）
　
「
流
動
性
」
問
題

　
償
務
国
に
長
期
的
に
債
務
返
済
能
力
が
十
分
あ
っ
た
と
．
し
て
も
、
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（13）　国際金融システムにおける二つの対外債務問題

輸
出
入
財
の
生
産
や
価
格
に
対
す
る
一
時
的
な
シ
目
ツ
ク
の
た
め

に
一
時
的
に
貿
易
収
支
赤
字
が
拡
大
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
資
金

供
給
サ
イ
ド
か
ら
債
務
不
履
行
を
恐
れ
て
貸
出
が
縮
小
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
一
時
的
な
貿
易
収
支
赤
字
拡
大
に
対
し
て
は
、
償
権

国
が
そ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
た
め
に
一
時
的
に
資
金
を
供
給
す
る

用
意
が
あ
れ
ぱ
、
流
動
性
間
題
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

償
権
国
が
債
務
不
履
行
を
恐
れ
て
債
務
国
に
対
す
る
資
金
供
給
を

制
限
す
る
と
、
債
務
国
の
流
動
性
が
制
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
最

悪
な
場
合
に
は
、
そ
の
流
動
性
制
約
に
よ
っ
て
債
務
利
払
い
も
不

可
能
と
な
る
。

　
上
述
の
小
国
二
期
間
モ
デ
ル
を
利
用
し
て
、
流
動
性
問
題
を
考

察
し
よ
う
。
最
初
に
、
全
て
の
償
務
が
第
二
期
に
返
済
す
れ
ぱ
よ

い
と
い
う
長
期
債
務
を
想
定
し
よ
う
。
そ
の
場
合
、
第
一
期
に
新

た
に
借
入
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
債
務
（
阜
ミ
）
は
、
第
一
期
の

消
費
と
投
資
と
第
0
期
の
債
務
の
利
払
い
の
和
と
国
内
総
生
産
と

の
差
額
に
相
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
（
2
1
）
式
よ
り
、

　
（
塞
）
　
　
阜
幸
1
－
9
＋
■
十
『
忌
o
I
9

　
流
動
性
が
制
約
さ
れ
る
と
、
消
費
、
投
資
又
は
債
務
利
払
い
を

減
少
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
し
各
期
の
消
費
が
必
要
最
低
隈
の
水

準
で
あ
っ
た
と
す
れ
ぱ
、
減
少
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
投
資
と

償
務
利
払
い
で
あ
る
。
投
資
が
減
少
し
た
場
合
に
は
第
二
期
の
国

内
総
生
産
が
縮
小
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
流
動
性
制
約
が
厳

し
く
、
投
資
の
み
な
ら
ず
債
務
利
払
い
に
ま
で
制
約
が
か
か
る
場

合
に
は
、
償
務
利
払
い
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
に
、

流
動
性
制
約
か
ら
生
じ
る
利
払
い
停
止
の
問
題
が
発
生
す
る
。

　
償
務
国
が
短
期
債
務
で
借
り
入
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
流
動
性

問
題
は
も
っ
と
深
刻
と
な
る
。
第
一
期
に
お
い
て
第
O
期
の
債
務

の
利
払
い
の
他
に
債
務
の
借
り
替
え
も
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
第
一
期
に
お
け
る
新
規
の
償
務
は
次
式
の
と
お
り
と

な
り
、
流
動
性
制
約
が
厳
し
い
場
合
に
は
、
債
務
の
利
払
い
の
み

な
ら
ず
、
債
務
の
返
済
も
不
能
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
（
塞
、
）
　
　
虫
峯
1
1
9
＋
■
十
（
H
斗
3
）
事
－
9

　
こ
の
よ
う
に
、
流
動
性
制
約
、
す
な
わ
ち
貸
付
削
減
の
可
能
性

が
。
あ
る
場
合
に
は
、
投
資
の
懐
妊
期
間
に
一
致
し
た
期
間
の
償
務

で
借
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
流
動
性
制
約
に
よ
る
債
務
不
履
行

の
可
能
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
債

権
国
と
し
て
は
リ
ス
キ
ー
な
資
産
を
長
期
で
保
有
す
る
よ
り
も
短

期
で
保
有
す
る
こ
と
を
選
好
す
る
の
で
、
貸
付
を
短
期
で
回
転
さ

せ
た
い
。
短
期
貸
付
の
場
合
に
は
、
い
っ
た
ん
債
務
国
に
債
務
不

履
行
の
危
険
性
が
現
れ
る
と
、
債
権
国
に
と
っ
て
償
権
の
回
収
が
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容
易
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
務
不
履
行
の
危
険
性
が
流
動
性

問
題
を
反
映
レ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
債
権
国
は
短
期
償

権
の
回
収
を
図
り
、
そ
れ
に
よ
っ
．
て
償
務
不
履
行
が
現
実
の
も
の

と
な
る
。

　
（
三
）
　
「
債
務
返
済
拒
否
」
問
題

　
最
後
に
、
債
務
国
が
長
期
的
に
債
務
返
済
能
力
を
有
し
、
か
つ

短
期
的
に
流
動
性
制
約
を
受
け
な
い
が
、
債
務
国
に
債
務
の
返
済

を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
意
思
が
あ
る
状
況
、
す
な
わ
ち
償
務
返
済

拒
否
問
題
を
考
察
し
よ
う
。
債
務
返
済
拒
否
問
題
に
関
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壷
）

債
務
国
と
債
権
国
と
の
間
の
情
報
の
非
対
称
性
を
強
調
し
た
考
察

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
債
務
国
の
債
務
返
済
拒
否
に
よ
る

便
益
と
費
用
に
焦
点
を
当
て
、
債
務
国
の
債
務
返
済
拒
否
の
可
能

性
に
よ
る
債
権
国
の
信
用
割
当
の
効
果
を
考
察
す
る
。

　
債
務
国
の
債
務
返
済
拒
否
の
可
能
性
は
、
債
務
返
済
拒
否
に
よ

る
償
務
国
に
と
っ
て
の
便
益
と
費
用
の
比
較
に
依
存
す
る
。
国
内

に
お
け
る
貸
借
と
異
な
り
、
国
際
貸
借
に
お
い
て
は
債
務
不
履
行

に
対
し
て
債
権
国
が
債
務
国
内
の
資
産
ま
で
差
し
押
さ
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
せ
い
ぜ
い
債
権
国
内
に
あ
る
債
務
国
の
資
産
を
凍

結
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
国
は
、

基
本
的
に
は
債
務
返
済
拒
否
に
対
し
て
債
務
国
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

を
科
す
こ
と
に
よ
っ
て
債
務
国
の
債
務
返
済
拒
否
を
防
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
こ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
一
は
、
具
体
的
に
は
、
第
一
に
、

将
来
に
お
い
て
国
際
金
融
市
場
で
新
規
の
貸
付
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
現
代
の
貿
易
が
貿
易
信
用
の
リ
ボ

ル
ビ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
に
塞
づ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貿
易
信
用

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
債
務
国
の
貿
易
量
が
大
き
く
減
少
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
債
務
返
済
拒
否
の
費
用
は
償
権

国
か
ら
科
さ
れ
る
ベ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
な
る
。
特
に
、
貿
易
の
縮
小

に
よ
っ
て
国
内
総
生
産
が
縮
小
す
る
と
す
れ
ぱ
、
国
内
総
生
産
の

縮
小
分
を
直
接
的
な
債
務
返
済
拒
否
の
費
用
と
見
な
す
こ
と
が
で

き
る
。
一
方
、
債
務
返
済
拒
否
の
便
益
は
、
債
務
を
返
済
し
な
く

て
済
む
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
資
金
を
消
費
支
出
に
利
用
で
き
る
こ

と
で
あ
る
。

　
小
国
二
期
間
モ
デ
ル
に
お
い
て
債
務
返
済
拒
否
問
題
を
考
察
す

る
た
め
に
、
償
務
国
は
第
二
期
に
お
い
て
債
務
返
済
拒
否
の
意
恩

決
定
を
行
い
、
債
務
国
が
債
務
返
済
を
拒
否
し
た
場
合
に
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
が
科
さ
れ
て
債
務
国
の
国
内
総
生
産
が
8
。
だ
け
減
少

す
る
と
仮
定
す
る
。
そ
し
て
、
債
務
国
が
第
二
期
に
お
い
て
償
務

返
済
を
拒
否
す
る
か
否
か
は
、
債
務
返
済
を
拒
否
す
る
場
合
の
第
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国際金融システムにおける二つの対外償務間題（15）

二
期
の
効
用
と
債
務
を
返
済
す
る
場
合
の
第
二
期
の
効
用
と
の
比

較
に
依
存
す
る
と
仮
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
比
較
は
、
慣
務
返
済
拒

否
の
場
合
の
消
費
水
準
と
債
務
返
済
の
場
合
の
消
費
水
準
と
の
比

較
に
異
な
ら
な
い
。
債
務
返
済
拒
否
の
場
合
の
消
費
水
準
（
Q
㌔
）

と
債
務
返
済
の
場
合
の
消
費
水
準
（
9
3
が
そ
れ
ぞ
れ
次
式
に

示
さ
れ
る
。

　
（
ミ
）
　
　
9
由
1
1
（
一
1
＄
）
＄

　
（
墨
）
　
　
Q
㌻
1
1
倶
1
（
H
＋
ご
）
虫

た
だ
し
、
鼻
…
b
－
十
■
1
9
＋
（
－
十
『
百
）
由
o

　
（
2
7
）
式
と
（
2
8
）
式
よ
り
、
Q
㌦
V
Q
㌻
の
時
に
は
、
す
な
わ

ち
、
（
H
＋
ご
）
虫
V
8
旧
の
時
に
は
、
債
務
国
は
債
務
返
済
を
拒

否
す
る
。
逆
に
、
Q
㌦
〈
9
ミ
の
時
に
は
、
す
な
わ
ち
、
（
－
十
ご
）

阜
く
8
旧
の
時
に
は
、
債
務
国
は
債
務
を
返
済
す
る
。

　
償
権
国
が
債
務
国
に
対
し
て
科
す
こ
と
が
で
き
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
が
．
（
H
＋
ご
）
阜
を
上
回
る
に
十
分
に
大
き
け
れ
ぱ
、
債
務
国

は
債
務
返
済
拒
否
を
す
る
こ
と
な
く
債
務
を
返
済
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
債
務
を
返
済
さ
せ
る
ほ
ど
十
分
に
大

き
く
な
い
場
合
に
は
、
債
権
国
は
債
務
国
に
よ
る
債
務
返
済
拒
否

を
回
避
す
る
た
め
に
、
第
一
期
に
お
い
て
債
務
国
へ
の
貸
付
を
制

隈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
国
は
次
式
に
示
さ
れ
る
債
務
残
高
の

制
隈
を
第
一
期
に
課
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
8
旧

　
（
N
o
）
　
　
阜
く
■
一
1

　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
十
己

　
こ
の
信
用
割
当
に
よ
る
償
務
国
へ
の
効
果
が
図
6
に
示
さ
れ
て

い
る
。
図
5
と
同
様
に
、
図
6
で
は
外
生
的
な
利
子
率
を
所
与
と

し
て
第
一
期
の
消
費
が
第
一
期
の
国
内
総
生
産
に
等
し
い
状
況
を

想
定
し
て
あ
る
。
さ
ら
に
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
債
務
返
済
拒
否
を

6図
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防
止
す
る
に
十
分
に
大
き
く
な
く
、
第
一
期
の
現
在
価
値
に
お
い

て
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
第
0
期
の
債
務
の
返
済
と
利
払
い
に
等
し
い

と
仮
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
（
2
9
）
式
よ
り
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

の
現
在
価
値
に
等
し
く
、
か
つ
第
0
期
の
債
務
の
返
済
と
利
払
い

に
等
し
い
だ
け
の
信
用
割
当
を
債
務
国
が
第
一
期
に
受
け
る
。
す

な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
I
　
　
s
問

　
（
き
）
　
　
皇
H
　
　
　
　
H
（
H
＋
『
o
）
与

　
　
　
　
　
　
　
（
H
＋
『
一
）

　
債
務
国
が
（
3
0
）
式
に
示
さ
れ
る
信
用
割
当
を
受
け
る
た
め
に
、

す
な
わ
ち
、
第
一
期
に
お
け
る
債
務
残
高
が
第
0
期
の
債
務
残
高

と
利
払
い
の
和
に
限
定
さ
れ
る
た
め
に
、
第
一
期
に
お
い
て
投
資

が
全
く
行
わ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
第
二
期
に
お
け
る
国
内
総
生

産
が
浄
、
と
な
る
。
こ
れ
は
、
債
務
返
済
拒
否
問
題
が
な
い
場
合

に
達
成
さ
れ
る
国
内
総
生
産
雷
よ
り
小
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、

異
時
点
間
の
予
算
制
約
が
磁
し
く
な
る
た
め
に
、
予
算
線
が
点
線

で
示
し
た
予
算
線
ま
で
内
側
に
シ
フ
ト
す
る
。
第
一
期
と
第
二
期

の
両
方
の
消
費
が
小
さ
く
な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
効
用
も
小

さ
く
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
債
務
返
済
拒
否
の
可
能
性
が
存
在
す
る
場
合
に

は
、
債
務
返
済
拒
否
を
防
止
す
る
た
め
に
、
償
権
国
は
償
務
国
に

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
す
用
意
が
あ
る
二
と
示
す
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
十
分
に
大
き
く
な
い
な
ら
ぱ
、
債
権

国
は
信
用
割
当
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
債
務
返
済
拒
否
に
対
処
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
信
用
割
当
を
受
け
た
償
務
国
は
、
債
協
返

済
拒
否
問
題
が
な
い
場
合
に
比
較
し
て
投
資
を
削
減
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
内
総
生
産
の
成
長
率
が
低
下
し
、

相
対
的
に
低
い
効
周
し
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
は
、
実
際
に
債
務
国
に
よ
っ
て
債
務
返
済
が
拒
否
さ
れ

な
く
と
も
、
償
務
国
が
償
務
返
済
拒
否
を
恐
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
り
う
る
。

五
　
結
論

　
本
稿
は
、
国
際
貸
借
を
説
明
す
る
異
時
点
間
モ
デ
ル
を
利
用
し

て
、
一
九
八
○
年
代
に
お
け
る
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
の
二
つ
の
対

外
償
務
問
題
、
す
な
わ
ち
米
国
の
対
外
純
債
務
国
化
間
題
と
発
展

途
上
国
の
累
積
償
務
閲
題
を
考
察
し
た
。
米
国
の
対
外
純
償
務
国

化
は
、
現
在
の
米
国
の
財
政
赤
字
に
原
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
米
国
の
財
政
赤
字
に
よ
っ
て
世
界
的
な
高
金
利
と
と
も
に
、

米
国
の
貿
易
収
支
赤
字
が
拡
大
し
、
そ
の
緒
果
、
米
国
は
世
界
最

大
の
対
外
純
償
務
国
に
転
落
し
た
。
一
方
、
発
展
途
上
国
の
累
横
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（17）　国際金融システムにおける二つの対外債務問題

●

償
務
間
題
に
つ
い
て
は
、
償
務
返
済
能
カ
問
題
と
流
動
性
問
題
と

償
務
返
済
拒
否
問
題
に
焦
点
を
当
て
た
。
上
述
の
世
界
的
な
高
金

利
は
一
次
産
品
価
格
の
低
迷
と
と
も
に
発
展
途
上
国
の
償
務
返
済

能
カ
と
流
動
性
を
低
下
さ
せ
た
。
ま
た
、
債
務
返
済
拒
否
の
可
能

性
に
よ
っ
て
債
権
国
が
債
務
国
に
対
し
て
信
用
割
当
を
行
い
、
発

展
途
上
国
の
成
長
が
阻
害
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
信

用
割
当
は
償
務
国
の
流
動
性
を
制
約
し
、
流
動
性
問
題
を
も
た
ら

す
可
能
性
を
高
め
る
で
あ
ろ
う
。

　
今
後
こ
れ
ら
の
対
外
債
務
問
題
の
解
決
が
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム

の
円
滑
な
運
営
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
る
。
米
国
の
対
外
純

債
務
国
化
問
題
は
、
そ
の
根
本
的
原
因
で
あ
る
財
政
赤
字
の
解
消

及
び
貿
易
．
経
常
収
支
の
黒
字
化
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
国
が
こ
の
問
題
を
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て

安
易
に
解
決
し
よ
う
と
す
れ
ぱ
、
そ
の
後
遺
症
は
き
わ
め
て
大
き

く
、
国
際
通
貨
と
し
て
の
ド
ル
の
信
任
が
揺
ら
ぎ
、
国
際
金
融
シ

ス
テ
ム
に
悪
影
響
が
及
ぷ
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
発
展
途
上
国
の
累

欄
債
務
問
題
に
関
し
て
は
、
べ
1
力
－
提
案
を
始
め
と
し
て
多
く

の
解
決
案
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
上
述
の
累
稜
債
務
間
題
に
関
わ

る
三
つ
の
問
題
が
。
相
互
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
解

決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
今
や
対
外
純
債
権
国
と

－

な
っ
た
日
本
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
（
1
）
　
二
期
間
モ
デ
ル
（
ω
串
o
－
一
m
（
－
湯
－
）
一
句
『
o
ヨ
ぎ
－
淳
宛
閏
N
ぎ
（
6
o
・
N
）
）

　
　
が
異
時
点
間
モ
デ
ル
の
基
本
で
あ
る
。
多
期
間
モ
デ
ル
と
し
て
、
無

　
　
限
期
間
（
－
ま
＝
岸
耐
巨
ユ
N
昌
）
モ
デ
ル
（
ω
彗
茅
（
H
轟
N
）
）
、
有
限

　
　
期
間
（
饒
邑
箒
ぎ
ユ
8
自
）
モ
デ
ル
（
d
－
良
昌
げ
胃
o
（
s
o
o
ω
）
）
、
世
代

　
　
重
複
（
o
き
二
岩
旦
轟
o
q
o
冨
量
巨
o
目
叩
）
モ
デ
ル
（
向
邑
甘
彗
（
6
o
．
H
）
一

　
雰
易
窃
昌
漆
ω
く
窒
鶉
昌
（
s
o
。
㎞
）
一
句
『
彗
ぎ
－
俸
勾
嘗
巨
（
－
畠
N
）
）

　
　
が
あ
る
。

　
（
2
）
　
モ
デ
ル
は
、
そ
の
多
く
を
ω
害
臣
（
－
湯
－
）
・
句
『
彗
ぎ
－
俸
勾
固
－

　
き
－
（
s
o
0
N
）
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
3
）
早
彗
ぎ
一
（
－
凄
｝
）

（
4
）
　
霊
5
黒
o
；
（
乞
o
。
ひ
）
。
ド
ル
相
場
決
定
に
お
い
て
財
政
赤
字
拡

　
犬
の
予
想
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
卑
彗
岨
昌
（
室
o
。
μ

　
－
湯
o
。
）
、
小
川
（
筍
o
．
o
）
）
。
米
国
の
財
政
赤
字
拡
大
と
金
融
引
締
め

　
政
策
の
ポ
リ
シ
ー
・
ミ
ヅ
ク
ス
を
強
調
す
る
説
明
も
あ
る
（
ω
8
冨

　
（
5
o
o
ω
臼
）
）
。

（
5
）
　
米
国
の
よ
う
な
大
国
を
分
析
す
る
際
に
は
、
外
国
へ
の
効
果
及

　
ぴ
自
国
へ
の
反
作
用
効
果
を
考
嵐
に
入
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
、

　
小
国
モ
デ
ル
で
は
な
く
、
二
国
モ
デ
ル
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
6
）
　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
藷
国
等
の
よ
う
に
あ
る
程
度
所
得
氷
準
が

　
高
い
た
め
に
、
先
進
諸
国
か
ら
の
融
資
を
受
け
て
便
務
国
と
な
っ
た

　
中
所
得
債
務
国
の
問
魑
に
隈
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
が
璽
償
務
国

　
と
な
り
、
デ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
ニ
イ
シ
オ
も
高
い
（
図
4
）
。
累

　
積
償
務
問
趨
の
原
因
を
含
め
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
分
析
は
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』橋諭叢 第101巻 第4号　（18）

　
り
一
竃
－
〉
－
o
盲
ヨ
キ
o
（
旨
o
o
＃
）
一
ω
碧
－
一
岨
（
s
o
o
仇
σ
）
を
参
照
せ
よ
。
ま

　
た
、
こ
こ
で
は
累
禎
俄
務
問
魑
を
一
般
論
と
し
て
議
論
す
る
が
、
各

　
国
の
事
憎
に
即
し
た
議
・
諭
（
U
o
冒
げ
姜
g
（
6
o
o
ω
）
）
も
行
わ
れ
て

　
い
る
。

（
7
）
9
o
o
雪
俸
ω
碧
茅
（
H
湯
㎝
）
に
従
っ
て
こ
れ
ら
の
三
つ
の
間

　
題
に
発
展
途
上
国
の
累
徴
伐
務
間
題
を
集
約
す
る
。
o
≡
さ
（
；
o
。
阜
）

　
は
流
動
性
問
魑
を
強
調
す
る
一
方
、
河
合
（
s
o
o
N
）
は
償
務
返
済
拒

　
否
間
魑
を
強
調
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
述
さ
れ
る
よ
う
に
、
両

　
者
は
相
互
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。

（
8
）
　
実
際
に
は
、
対
外
債
務
の
返
済
の
た
め
に
外
貨
が
必
要
止
な
る

・
の
で
、
輸
入
に
対
し
て
輸
出
を
相
対
的
に
拡
大
す
る
た
め
に
貿
易
財

　
都
門
の
生
産
能
カ
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
9
）
利
子
率
が
時
間
選
好
率
に
等
し
い
状
況
で
、
第
一
期
の
消
費
が

　
第
一
期
の
国
内
総
生
産
に
等
し
く
な
る
よ
う
な
第
0
期
の
債
務
残
高

　
を
仮
定
す
る
。

（
1
0
）
　
O
o
o
潟
『
俸
ω
竃
一
一
蜆
（
岩
o
o
ω
）

（
1
1
）
　
二
期
間
モ
デ
ル
を
無
限
期
間
モ
デ
ル
に
拡
張
す
る
と
、
最
低
消

　
費
水
準
を
考
慮
に
入
れ
て
、
生
産
的
窟
の
成
長
率
が
実
質
利
子
率
よ

　
り
も
十
分
に
高
け
れ
ぱ
、
債
務
返
済
能
カ
が
無
限
大
と
な
る
（
O
o
o
I

　
宅
『
俸
ω
彗
－
畠
（
s
o
o
㎞
）
）
。

（
1
2
）
　
国
内
の
貸
出
市
場
に
お
け
る
憎
報
の
非
対
称
性
を
扱
っ
た
文
猷

　
に
は
、
』
葭
靹
o
o
俸
射
目
窃
価
＝
（
6
N
ひ
）
や
ω
巨
o
o
＝
尿
俸
！
く
望
鶉
（
H
o
o
0
H
）

　
が
あ
る
。
個
務
返
済
拒
否
問
魑
に
お
い
て
憎
報
の
非
対
称
性
を
強

　
調
し
た
分
析
と
し
て
は
、
盲
目
竈
涛
射
冨
器
；
に
基
づ
い
た
河
合

　
（
－
o
o
0
N
）
や
向
纈
け
o
自
俸
Ω
o
冨
o
く
岸
N
（
－
o
o
o
－
）
一
ω
雷
o
才
阯
（
－
Φ
o
o
＃
）
一

　
ω
8
訂
津
9
げ
o
自
（
s
o
o
ω
）
が
あ
る
。

　
　
　
〔
参
考
文
献
〕

団
旨
目
o
ゴ
閏
『
P
〇
一
』
一
（
一
〇
〇
〇
舳
）
．
、
U
o
σ
ダ
U
o
饒
o
ま
眈
芭
自
o
句
；
岸
o
匡
o
ユ
．

　
8
畠
．
、
一
㌧
§
§
ミ
ミ
き
ミ
｝
§
』
向
8
ミ
o
§
s
8
一
s
ω
1
塞
ト

田
轟
畠
昌
一
峯
－
匡
．
（
畠
o
o
ω
）
一
、
O
昌
蜆
鶉
O
｛
＞
勺
雫
8
ざ
巨
昌
芭
自
O
＜
O
．

　
巨
巨
岸
｝
o
｛
書
o
U
o
■
胃
．
．
一
≧
b
■
肉
§
、
ぎ
祭
喜
ミ
一
冒
・
く
N
N
・

目
量
冨
昌
一
峯
．
串
1
（
S
O
O
O
O
）
一
、
ω
O
膏
8
眈
O
｝
竃
－
墨
＝
O
官
目
昌
昌
甘
旨
亭
〇

　
一
〇
〇
〇
〇
蜆
、
、
－
－
目
肉
－
〇
一
］
≦
閏
鶉
甘
O
目
o
ρ
J
ミ
汀
宮
ミ
畑
§
雨
S
“
ミ
黒
o
“
S
ミ
恥
雨

　
記
s
募
一
§
o
δ
§
掌
迂
雨
§
軋
－
ミ
“
姜
ミ
s
o
邑
く
曾
蜆
津
｝
o
｝

　
○
ま
o
芭
o
目
O
勺
篶
鶉
一

｝
自
ま
■
老
－
声
（
岩
o
0
H
）
一
．
、
ヨ
冒
o
勺
富
｛
薯
竃
8
彗
o
H
算
o
冒
凹
巨
昌
巴

　
■
o
自
2
自
胴
嘗
自
o
U
o
冒
o
峯
ぎ
o
貝
－
コ
陣
目
O
く
S
5
勺
官
自
晒
1
Ω
o
目
串
里
匡
o
自
叩

　
旨
o
忌
－
．
、
一
旨
ミ
ぎ
｝
ミ
き
ミ
｝
§
』
向
8
ミ
o
§
ド
o
o
f
N
s
I
遣
N
・

O
＝
自
9
’
く
．
崖
．
　
（
一
〇
〇
〇
壮
）
　
、
き
ミ
、
き
S
ミ
o
ミ
s
“
　
b
雨
｝
、
㌧
　
専
｝
、
雨
§
「
ざ
　
勾
㌻
｝

　
§
軋
ミ
喜
尋
量
§
し
・
窒
葦
二
昌
H
碁
昌
き
9
巴
厚
。
昌
．

　
邑
8
・
（
越
智
昭
二
監
訳
『
国
際
金
融
危
機
』
金
融
財
政
事
憎
研
究

　
会
、
一
九
八
五
）

9
ε
3
肉
－
之
．
俸
』
．
U
－
ω
彗
茅
（
一
湯
ω
）
、
向
o
冒
o
色
目
o
亘
＞
σ
8
邑
一

　
日
一
〇
一
〕
o
g
昌
．
蜆
黒
冨
鶉
o
巨
蓋
．
．
二
♪
ρ
峯
・
ω
邑
艘
俸
』
・
H

　
○
目
O
旦
｝
＝
o
目
け
o
目
o
O
餉
J
㌧
富
旨
、
ミ
亀
ミ
o
S
畠
、
b
軸
ミ
S
ミ
軋
｝
￥
雨
b
雨
e
雨
“
意
｝
曽
味

　
o
o
ミ
ミ
ぎ
8
一
H
ゴ
o
考
o
『
巨
｝
顯
＝
斥
一
曽
ー
ひ
o
・

∪
－
凹
N
－
＞
－
3
里
自
O
『
P
　
O
．
句
．
　
（
一
〇
〇
〇
阜
）
　
、
，
■
閏
ま
目
　
＞
H
目
籟
ユ
o
ρ
目
　
】
〕
o
σ
甘
“
－

　
U
o
自
．
け
H
巨
目
－
｛
峯
①
＞
冨
巨
宍
昌
岩
雪
蜆
＞
＝
｝
昌
冒
o
、
一
■
§
o
ぎ
s
零
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（19）　国際金融システムにおける二つの対外償務間題

　
　
宰
“
姜
§
単
。
§
§
ざ
ぎ
§
s
？
婁
－
ω
。
。
Φ
．

∪
O
；
げ
冨
O
F
戸
（
H
凄
㎞
）
。
、
穿
庁
彗
邑
忌
耳
望
猪
9
∪
監
O
ま

　
　
彗
o
冒
8
｛
≡
茎
・
昌
向
曽
旨
彗
o
司
o
射
黒
o
．
、
二
目
ρ
老
．
ω
昌
肇

　
　
俸
　
』
．
H
－
O
自
口
O
巨
o
目
け
o
目
　
o
O
岬
j
　
－
S
音
、
S
亀
ミ
o
S
ミ
　
b
軸
ミ
　
S
S
～
－
“
“
雨

　
　
b
§
き
意
ミ
9
§
ミ
δ
H
茅
考
g
巨
団
彗
τ
。
o
ご
ー
8
㎝
1

向
き
自
こ
・
漆
声
9
曇
き
・
（
H
馨
）
、
忌
げ
言
肇
雰
註
曇
凹
；
｛
自
－

　
　
2
註
〇
三
畠
8
曇
ぎ
一
彗
o
向
旨
耳
一
邑
＞
冨
一
亘
眈
．
、
一
§
s
§

　
　
県
向
s
§
ミ
o
吻
ミ
き
章
お
一
N
o
．
o
l
ω
8
．

茅
豪
置
目
を
・
ω
1
（
嚢
α
）
．
。
H
冨
望
持
警
｝
迂
け
竃
票
げ
。
∪
o
－
胃
．
、
一

　
　
≧
b
向
肉
ミ
§
§
§
§
ミ
葛
』
ミ
s
§
ト
宍
胃
申
鶉
蜆
－

向
『
曽
昌
片
o
卜
』
・
＞
．
（
H
o
o
o
ω
）
一
、
、
ω
マ
～
o
窃
－
U
－
耐
峯
o
葭
目
ぎ
o
司
蜆
o
｛
．
O
く
串
・

　
　
轟
；
蚤
昌
、
一
畠
o
－
凄
H
1
。
。
㎞
∪
o
＝
胃
．
．
一
夢
吻
ミ
・
ぎ
ぎ
ミ
§
ぎ
－

　
　
§
“
繧
§
§
♪
軍
一
昌
9
昌
d
己
く
婁
茸
L
O
」
軍

卑
雪
ぎ
一
二
・
＞
1
涛
＞
‘
寄
き
（
H
湯
N
）
隻
㎞
ミ
き
ミ
ミ
§
、
§
・

　
　
§
・
§
導
§
§
ド
昌
H
串
馨
．

』
邑
逓
U
・
旨
．
俸
↓
．
昏
馨
二
（
§
ひ
）
、
巨
鶉
・
ぎ
ニ
ミ
g
量
ま
目
一

　
　
冒
§
邑
自
9
竃
ρ
O
冨
9
甘
墨
ま
巨
貝
．
一
§
ミ
ミ
言
盲
ミ
§
“

　
　
ミ
肉
s
§
§
ψ
8
一
8
一
a
H
－
ま
9

河
含
正
弘
（
一
九
八
七
）
「
国
際
的
商
業
銀
行
貸
付
と
累
独
償
務
国
間

　
　
題
」
『
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
』
第
六
号
一
H
H
ー
む

小
川
英
治
（
一
九
八
九
）
二
九
八
O
年
代
に
お
け
る
米
国
の
双
子
の

　
　
赤
字
と
ド
ル
相
場
L
『
金
融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
三
〇
巻
第
二
号
一
2
l

　
　
N
o

勺
雪
窒
o
夕
↓
一
俸
■
一
向
一
〇
一
ω
く
o
目
窒
o
自
（
H
o
o
o
㎞
）
、
、
〇
一
』
昌
o
昌
甘
＞
o
o
o
自
目
冊

　
　
ξ
冨
ま
σ
二
昌
叫
ま
↓
雪
寡
。
；
邑
貫
震
ま
嚢
7
5
自
『
竃
－

　
　
豪
巨
雪
H
き
Ω
呂
雪
茎
昌
助
5
華
、
．
一
旨
ミ
§
、
ミ
き
§
“
§

　
　
黒
§
§
s
8
一
む
－
鼻

ω
凹
o
旨
9
』
一
∪
一
（
H
o
o
o
H
）
　
、
H
げ
o
O
O
『
『
o
目
甘
＞
o
o
〇
一
』
自
“
固
自
O
昌
顯
o
『
O
①
o
o
1

　
　
昌
昌
ぎ
ぎ
甘
黒
畠
自
二
目
豪
§
o
．
閉
、
、
一
専
ミ
ぎ
＄
喜
§
§

　
　
単
§
§
ざ
き
き
ξ
し
一
N
昌
l
N
鼻

ω
固
o
－
μ
』
－
U
．
（
H
o
o
0
N
）
　
．
。
H
チ
o
O
自
H
『
o
目
甘
＞
o
o
O
目
冒
“
－
箏
“
｝
o
　
冒
固
o
『
o
I

　
　
§
目
冒
げ
崖
冨
冨
昌
“
牢
。
婁
岬
．
、
一
9
§
§
§
ミ
§
盲
ミ
ミ
ミ

　
　
専
§
o
ミ
δ
o
。
卓
ニ
ミ
ー
ご
o
－

ω
害
豆
』
1
∪
1
（
－
湯
阜
）
、
、
H
幕
O
冨
ま
巴
－
㎝
誓
鶉
ま
－
目
宥
昌
葦
昌
巴

　
　
雰
昌
ま
目
。
・
．
、
一
ミ
“
§
§
9
ミ
雲
ミ
恥
§
き
§
ミ
隻
§
§
一

　
　
㎞
卓
．

ω
8
亘
－
・
∪
・
（
嚢
ε
。
．
掌
血
U
昌
彗
彗
o
葦
ぎ
＝
。
｝
彗
三

　
　
H
婁
．
、
一
専
§
ぎ
零
喜
§
§
専
§
§
ぎ
き
き
ξ
し
二
H
N
1

　
　
－
o
o
■

叙
9
蜆
二
－
U
l
（
H
凄
争
）
、
、
異
尋
畠
一
忌
9
竃
o
旨
9
昌
o
8
昌
邑
o

　
　
雰
ま
彗
彗
o
二
自
5
葦
＞
曇
ま
串
彗
ρ
墨
黒
＞
詮
．
．
一
吋
§
・

　
　
ぎ
ミ
・
．
喜
姜
§
5
§
§
㌻
き
き
ミ
し
一
s
ω
－
ま
牛

ω
顯
o
－
μ
』
・
］
）
・
俸
　
H
）
・
O
o
宇
o
昌
　
（
H
o
o
o
ω
）
　
。
、
■
］
）
O
　
困
o
『
『
o
幸
｝
自
o
目
笠
片
げ

忌
ぎ
冒
峯
芽
．
．
一
き
恥
責
§
～
き
、
｝
ミ
ニ
ニ
ζ
1
8
｝
1

望
。
。
書
二
・
｝
淳
戸
オ
募
蜆
（
嚢
H
）
、
o
邑
津
勾
筆
昌
碁
ぎ

　
　
屋
彗
ぎ
詠
幸
葦
H
冒
罵
ま
O
二
邑
O
…
註
昌
．
，
一
』
§
ミ
§
曽
§
O
－

　
§
㌻
尋
ミ
§
一
N
＝
s
ω
1
舎
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
尊
任
講
師
）
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